（様式第12号）
活　動　計　画　書
令和○年○月○日策定
○○活動組織
森林・山村多面的機能発揮対策交付金に係る活動計画書
１．組織名
	


２．所在地
	


３．地区の概要、取組の背景等
＊　地区の森林及び周辺の状況、取組を始めることになった背景等を簡潔に記載すること。
　　(5～10行程度)
	


４．取組概要
＊　取り組もうとしている内容を網羅し、その目的、内容などを簡潔に記載すること。
　　(10行程度、交付金で実施する活動以外に実施している取組があれば併せて記載する)
	


５．構成員の概要
　　※構成員の居住地（どのような地域から参加しているか）、職種、経歴、所属団体等、構成員の多様性がわかるように記載すること。
	


６．地元の自治体、自治会、集落等のニーズに対応するなど地域の活性化への寄与
	


７．年度別スケジュール
	取組概要
	○○年度
	○○年度
	○○年度

	１．活動推進費
	
	
	

	２．実践活動
	
	
	

	A-1地域環境保全タイプ
（里山林保全）
	
	ha
	
	ha
	
	ha

	A-2地域環境保全タイプ
（侵入竹除去、竹林整備）
	
	ha
	
	ha
	
	ha

	B 森林資源利用タイプ
	
	ha
	
	ha
	
	ha

	C 森林機能強化タイプ
	
	ha
	
	ha
	
	ha

	
	
	m
	
	m
	
	m

	２－１．間伐等（除伐・枝打ちを含む）実施面積
	
	ha
	
	ha
	
	ha

	２－２．活動を始める時点で長期にわたり手入れをされていなかったと考えられる里山林を整備する面積
	
	ha
	
	ha
	
	ha

	３．資機材・施設の整備
	
	
	


※１　延長には森林調査・見回りを除く。
※２　２のCの森林機能強化タイプの森林面積については、スケジュールの期間内に地域環境保全タイプ又は森林資源利用タイプにより森林整備を実施する面積を記載する。
※３　２－２については、2年目以降はその前年度までの活動により該当する里山林の整備を実施している場合はその里山林の面積を除外し、その年度に新たに該当する里山林の整備を実施する面積を記載する。
※４　２年目以降の申請の場合は、実施済み年度の数量（面積・延長等）を実績の値に修正すること。

８．活動の目標と活動結果を測定するためのモニタリング調査方法（地域環境保全タイプ及び森林資源利用タイプについて記載）
	タイプ名
	目　標
	モニタリング調査方法

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（注）目標の設定及びモニタリング調査方法の記載については、別に定めるガイドラインを参考とすること。
※　数値目標設定済みの場合は目標欄に括弧書きで記載すること。

※　新規申請の団体は数値目標の記載は不要です。
９．年度別に実施する安全講習等の名称及び内容
	年　度
	講習の名称
	講習の内容

	年度
	
	

	年度
	
	

	年度
	
	


（注）安全講習等は、対象森林内で実施するものを記載すること。
１０．安全のために装備する物品及び傷害保険の名称
	


１１．４年目以降の活動（森林管理）計画
	


１２．計画図（協定の対象としている区域の図面）
　　　　対象森林の面積が分かる縮尺5,000分の１以上の図面を添付すること。添付した図面に、計画期間中の各タイプの活動内容及び森林経営計画の策定の有無を図示すること。また、森林機能強化タイプにおいては、改修等を実施する路網や鳥獣被害防止柵を図示すること。
１３．その他
（１）写真
　　　計画書の記載内容に即して現地の状況がわかる写真を添付する。

（２）収入
　　　会費、林産物収入など森林・山村多面的機能発揮対策交付金以外の収入を記載すること。
	


（３）委託
取組を委託する場合は、次を記載すること。
	活動計画における取組についての委託

	・委託機関名
・連絡先（電話番号等）
・委託時期
・委託内容（委託する区域の林小班、委託業務の内容（面積、作業の内容）等）
・委託金額


※　大径木化した広葉樹の伐採や急斜面等に繁殖した荒廃竹林、その他の危険を伴う作業や専門的な技術が必要な作業などは、地域協議会との協議の上、特別な場合として委託が認められます。

※　交付金の全額が委託で使われたとしても、委託で済ませたこと以外の、活動計画書に記載した活動を対象森林全体で実施することは変わりません。

